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次　号　予　告
特集　スケジューリングの深化と新展開
食品工場の生産スケジューリングとシフト作成 . . . . . . .鈴木敦夫（南山大学理工学部システム数理学科）
半導体等製造装置におけるホイストスケジューリング問題に対する発見的手法 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 野々部宏司（法政大学デザイン工学部）
勤務スケジューリングの活用によるサービス現場の生産性向上 
―数理モデルを活用した勤務スケジューリングがサービス企業経営に与えるインパクト― 
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .森　庸輔（ウィンワークス（株））

学校時間割作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 池上敦子・呉　偉（成蹊大学理工学部）
スポーツスケジューリング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 今堀慎治（中央大学理工学部）
辞書式二目的最適化による転回形の選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . 軽野義行（京都工芸繊維大学機械工学系）
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メーリングリストに登録しよう
会員の方は，本学会のメーリングリストに登録すると，学会ならびに各研究部会の主催する研究発表会・セミナー等の催し
物に関する最新情報が得られます．登録方法については，http://www.orsj.or.jp/members/mlhowto.htmlをご覧ください．

編集後記
●今月号では，テレビ視聴データやWebサイトの閲
覧データなどの複数のメディア媒体に関する視聴者の
閲覧履歴データについて，それらの相互関係などを分
析した結果が紹介されており，非常に興味深く読まれ
た方は多いのではないでしょうか．使用された手法も
多種多様で，オペレーションズ・リサーチが活用でき
るよい事例だといえるでしょう．
●メディア環境はインターネットの普及に伴い，ここ
10数年で大きく変化を遂げています．特にYouTube
やインターネットテレビ，Netflixなどが消費者に支
持されるようになり，従来のテレビに取って代わるも
のになりつつあります．また，スマートフォンの普及
も大きく寄与していると考えられます．インターネッ
トメディアが普及した大きな要因は，タイムシフト視

聴が容易になったことがあげられます．これまでのテ
レビでもレコーダーなどを用いて録画は可能でしたが，
今はWebサイトでクリックすれば過去に放送された
動画もすぐに視聴できます．また，自分のタイミング
で停止・巻き戻しなども可能です．
●この環境に慣れてしまうと従来のリアルタイム視聴
は非常に煩わしく感じます．私もかれこれ10年以上
テレビを所有していませんが，インターネット環境が
整っていれば，特に不自由には感じません．今の若い
世代はそういった環境に慣れ親しんでいますので，大
学の講義のようなリアルタイムなものは煩わしく感じ
ているのではないでしょうか．
 （井家　敦）
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